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　　　　　　市　の　人　口

　　　　（平成10年２月１日現在）

世帯数　　67, 395世帯（前月比98世帯増）

人　口　　189,215人（前月比164人増）

　　男　　93, 335人

　　女　　95, 880人

候補作品募集
市民
文化賞紫式

部

第８回

あ
な
た
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

4?
募
集
期
間
　
４
月
１
日
（
水
）
～
５
月
2
9
日
（
金
）

　
源
氏
物
語
の
舞
台
と
な
っ
た
宇
治
市
で
は
、
そ
の
作
者
紫

式
部
に
ち
な
ん
で
「
紫
式
部
文
学
賞
」
と
「
紫
式
部
市
民
文

化
賞
」
を
制
定
し
、
今
年
で
八
年
目
を
迎
え
ま
す
。
市
で
は
、

第
八
回
「
紫
式
部
市
民
文
化
賞
」
の
候
補
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
文
学
に
関
心
の
あ
る
あ
な
た
、
小
説
な
ど
を
書
き
た
め

て
い
る
あ
な
た
、
「
紫
式
部
市
民
文
化
賞
」
に
挑
戦
し
ま
せ

ん
か
。

　
　
「
紫
式
部
市
民
文
化
賞
」
は
、

宇
治
の
地
域
文
化
を
市
民
自
ら

の
手
で
作
り
上
げ
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
。
市
民
の
手
に

よ
る
文
学
作
品
や
研
究
作
品
を

対
象
に
し
て
お
り
、
市
内
に
在

戻

ミ マ ペ 〃

住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る
人

な
ら
だ
れ
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　
前
回
惜
し
く
も
受
賞
を
逃
し

た
人
も
初
め
て
の
人
も
、
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

な
ど
の
研
究
作
品

〈
作
品
の
要
件
〉

　
新
作
か
９
年
４
月
１
日
か
ら

1
0
年
３
月
3
1
日
ま
で
に
刊
行
さ

れ
た
作
品
で
、
日
本
語
で
書
か
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▲第１回から第７回までの「紫式部市民文化賞」受賞作品。

　今年はだれのどんな作品が受賞するのでしょうか

〈問い合わせ・応募先〉

　　文化観光課

〒611-8501　宇治琵琶33

容22-3141 （内線2223）

れ
た
も
の

　
〈
作
品
の
規
格
〉

①
原
稿
作
品
、
雑
誌
（
と
じ
る

か
製
本
さ
れ
た
も
の
）
か
単
行

本
と
し
て
印
刷
さ
れ
た
も
の

②
原
稿
作
品
は
原
則
と
し
て
４

０
０
字
詰
め
の
原
稿
用
紙
（
Ａ

４
）
に
記
入
し
た
も
の
。
ワ
ー

プ
ロ
原
稿
は
Ａ
４
の
用
紙
に
読

み
や
す
く
印
字
し
た
も
の
。
縦

書
き
・
横
書
き
い
ず
れ
も
可

　
〈
応
募
資
格
〉

①
応
募
の
時
点
で
市
内
に
在
住

・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る
人
か
、

市
内
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ

②
性
別
、
自
薦
・
他
薦
の
別
は

問
い
ま
せ
ん

　
〈
応
募
方
法
〉

①
作
品
は
文
化
観
光
課
あ
て
に

郵
送
す
る
か
窓
口
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い

②
原
稿
作
品
は
「
題
名
・
ジ
ャ

ン
ル
・
氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の

場
合
は
本
名
も
）
　
・
住
所
・
電

話
番
号
・
生
年
月
日
・
性
別
・

勤
務
先
（
通
学
先
）
　
・
４
０
０

字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
算
し
た

枚
数
」
を
書
い
た
表
紙
を
付
け
、

ひ
も
で
と
じ
る
。
原
稿
に
は
通

し
番
号
を
付
け
て
く
だ
さ
い

③
雑
誌
・
単
行
本
は
別
紙
に
②

の
項
目
を
書
き
添
え
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
雑
誌
な
ど
の
場
合
は

応
募
作
品
の
箇
所
に
見
出
し
紙

を
は
っ
て
く
だ
さ
い

④
他
薦
に
よ
る
応
募
は
、
推
薦

者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

⑤
応
募
は
一
人
（
Ｉ
グ
ル
ー
プ
）

―
点
に
限
り
ま
す

　
〈
募
集
期
間
〉

　
1
0
年
４
月
１
日
困
～
５
月
2
9

日
㈲
（
当
日
消
印
有
効
）

　
〈
受
賞
作
品
及
び
賞
〉

ｏ
紫
式
部
市
民
文
化
賞
・
：
２
点

以
内
。
正
賞
（
ブ
ロ
ン
ズ
像
）

と
副
賞
（
3
0
万
円
）

○
選
考
委
員
特
別
賞
・
：
２
点
以

内
。
副
賞
（
５
万
円
）
の
み

　
〈
発
表
〉

　
1
0
年
９
月
下
旬
ご
ろ

　
〈
受
賞
式
〉

　
1
0
年
1
1
月
８
日
㈲

　
〈
市
民
文
化
賞
選
考
委
員
〉

　
　
　
　
（
五
恚
Ｅ
順
・
敬
称
略
）

　
木
股
知
史
宙
南
大
学
教
弩
、

塩
見
啓
子
（
歌
人
）
、
鈴
木
貞

美
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
）
、
坪
内
稔
典
（
京

都
教
育
大
学
教
授
）
、
水
川
喜

夫
（
国
文
学
研
究
者
）
、
宮
城

宏
（
委
員
長
・
甲
南
女
子
大
学

学
長
）
、
山
路
興
造
（
京
都
市

文
化
市
民
局
文
化
部
文
化
財
保

護
課
参
与
）

　
〈
そ
の
他
〉

①
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

②
市
販
さ
れ
て
い
な
い
作
品
が

受
賞
し
た
場
合
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
読
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

冊
子
に
し
て
二
百
部
程
度
を
実

費
で
販
売
し
ま
す
。

第
1
5
回

記
念

宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会

２月22日(日)午前10時半から

　太陽が丘スタート

　
第
十
五
回
記
念
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会

は
、
二
月
二
十
二
日
収
午
前
十
時
半
に
太

陽
が
丘
を
ス
タ
ー
ト
。
今
回
は
、
全
国
二

十
六
府
県
か
ら
三
千
七
百
九
十
四
人
が
参

加
し
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
も
、
懸
命
に
駆
け
る
選
手
た
ち
に

温
か
い
声
援
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、

当
日
は
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

至大久保

869
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福祉

■オストメイト(人工こう門

　　・ぼうこう造設者)の集い

　l＞とき…２月22日(日)、午後ｉ時

~4時レところ…文化パルク城陽

[＞内容…社会復帰のための訓練と

講習､犬相談会レ参加費…無料　囲

闘日本オストミー協会京都支部

0075-752-0870)。

■戦傷病者乗車券類引換証

　の交付

　平成10年度分の戦傷病者乗車券

類引換証の交付請求を受け付けて

います。i〉持ち物…戦傷病者手帳

(身体障害者手帳を持っている人

はそれも併せて)、印鑑　圃福祉

総務課(a内線2303)。

■技能修得資金の申請

　[＞対象…今年技能修得施設(い

わゆる専門学校)に入所予定また

は現に入所中の人で、経済的理由

で技能修得の困難な人μ支給月額

…２万4000円以内　圃福祉総務課

(a内線2303)にある申請書で。

■身体障害者デイサービス

　　〈料理教室〉栄養士のお話と調

理実習を通して食生活や健康につ

　
交
通
災
害
共
済
・
火
災
共
済

は
、
市
民
が
会
費
を
出
し
合
い
、

不
幸
に
し
て
交
通
事
故
や
火
災

に
遭
っ
た
と
き
に
会
員
相
互
で

助
け
合
お
う
と
い
う
制
度
で
罵

九
年
度
分
の
中
途
加
入
受
け
付

け
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　
◇
共
済
期
間
・
：
申
し
込
み
の

翌
日
～
1
0
年
‥
１
１
月
3
0
日
◇
会
費

　
（
２
月
に
申
し
込
み
の
場
合
）

…
○
交
通
災
害
共
済
＝
１
人
３

９
０
円
○
火
災
共
済
＝
Ｉ
口

３
９
０
円
（
ト
世
帯
―
ロ
ま
で
）

◇
申
し
込
み
・
：
次
の
い
ず
れ
か

で
○
市
内
の
金
融
機
関
（
郵
便

局
は
除
く
）
の
窓
口
○
市
役

所
交
通
対
策
課
の
窓
口
◇
問
い

合
わ
せ
…
交
通
対
策
課
（
昔
内

線
り
心
り
乙
５
８
）
Ｏ

ｐ 櫛疆耀Ｓ韻 紐漣麺Ｓ躍 S瓢遡

浄
水
器
は
無
料
だ
け
ど
…

　
　
　
　
近
所
の
ス
ー
パ
ー

Ｑ
　

で
こ
ケ
ー
占
答

え
る
と
抽
選
で
浄
水
器
が
当

た
る
と
い
わ
れ
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
応
じ
た
。
数
日
後
、
業

者
か
ら
電
話
が
あ
り
、
「
抽

選
に
当
た
り
ま
し
た
の
で
、

無
料
で
浄
水
器
を
取
り
付
け
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いて楽し＜学びます。[＞とき…３

月10日(火)、午前９時半～午後１時

半[＞ところ…総合福祉会館レ対象…

身体にハンディを持つ人[＞定員…

先着15人E＞参加費…500円　圃社

会福祉協議会(容22-5650、Fax22

-5654)。

催し

■植物公園(a45-0099)

　　〈春を告げる植物展〉早春の花

木、草花、野の花など､華やかに、

香りほのかに、楚々とした美しさ

も添えてお楽しみいただきます。

[＞期間…２月26日困～３月10日脚。

観覧は無料ですが、入園料は'il>要。

即売もあり。

■ワイワイ語り合おう

　市民土曜トークサロン

　子育て・介護・結婚・仕事など

について日ごろ思っていることを

気軽に語り合いましょう。[＞とき…

２月28日出、午後２時～4時[〉と

ころ…宇治公民館E〉参加費…無料

　囲女性政策室(s内線2091)。

■宇治ボランティア集会

　じ＞とき…３月15日(日)、午後１時

半～４時半E〉ところ…生涯学習セ

交
通
災
害
・
火
災
共
済

中
途
加
入
申
し
込
み

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

に
野
菜
や
花
作
り
を
楽
し
み
な

が
ら
健
康
を
保
ち
、
交
流
を
深

め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
老
人
園

芸
ひ
ろ
ば
を
開
設
し
、
無
料
で

ンター【〉テーマ…｢思いもよらぬ

災害に出会ったとき何をすべきか一

重油災害とボランティア三国方式

から学ぶー｣[〉講師…三国町社会

福祉協議会事務局長・田畑克佳さ

ん[＞参加費…200円C〉定員…先着

70人　圃社会福祉協議会(a22-5

650、Fax22-5654)へ。手話通訳・

要約筆記希望する人は事前に申し

込みを。

講座・教室

■給水装置工事技能資格者

　講習会

　８年６月に水道法が改正され、

｢給水装置工事主任技術者｣が国

家資格になりました。宇治市給水

装置工事技能資格を持つ人は、こ

の講習会を受けることで主任技術

者経過措置講習会の受講資格を得

られます。>とき…２月28日倒か

３月12日困のいずれか。午後１時

半~4時[〉ところ…生涯学習セン

ターμ参加費…無料[＞持ち物…運

転免許証など身分を証明する物

圃*道部総務課(昔内線5002)。

お知らせ　犬

・FMうじ宇治市特別番組

　２月７日出開催の｢高齢者生活

実践発表会｣で収録しだ高齢者10

人の生活実践談や住み良いまちづ

くりのための提案を｢FMうじ｣

(88.8MHz)で放送します。[〉と

き…２月28日出、午後３時～　圃

広報課(a内線2069)。

■生活資金特別融資に保証

　料・利子を補給

　市では、京都府の生活資金特別

融資制度の利用者に対し、保証料

の２分の１相当額と、平成９年１

月～12月の利子の0.7％相当額を

補給しています。交付申請がまだ

の人は２月27日圈までに商工課

(a内線2219)へ。

■交通指導員補助員の募集

　[〉勤務内容…通学路での児童の

安全誘導C〉勤務日時…交通指導員

の欠勤する日(学校開校時の月２

回程度)の午前７時半～８時半[＞

対象…職責を自覚する概ね60歳未

満の人[〉賃金…時間給1248円t＞勤

務地…御蔵山・木幡・岡屋・菟道･

北槙島・小倉・北小倉・西小倉・

伊勢田・西大久保の小学校校区で

市が指定した地点。各１人　回交

通対策課(a内線2259)。

■｢宇治茶ＤＥデザート｣

　コンクール

　お茶のふるさと宇治にふさわし

い、お茶を使った創作デザートを

募集します。[＞応募方法…B5判

レポート用紙にお茶を使ったデザ

ートのレシピ(料理名、材料、分

量で調理法、盛り付け方法)、住

所、氏名、年齢を書き、完成品の

写真を添え、３月１日(日)～31日(火)

(当日消印有効)に卸宇治市観光

協会(〒611-0021宇治塔川２、昔

23-3334)へ。応募は一人３品まで、

未発表のものに限ります。

■文化センター舞台芸術相談会

　E＞とき…３月３日(火)、午後２時

~6時[＞ところ…文化センター事

務室[〉内容…舞台装置・照明・音

響などに関することと演出上の助

言など[＞費用…無料　圃文化セン

ター(S20-2111)へ電話予約を。

老人園芸ひろば

　利用者募集

神明と伊勢田で158区画

お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

　
’
▽
応
募
資
格
…
今
年
４
月
１

日
現
在
、
満
6
0
歳
以
上
で
宇
治

市
に
住
民
登
録
か
外
国
人
登
録

が
あ
り
、
ほ
か
の
園
芸
ひ
ろ
ば

を
利
用
、
ま
た
は
申
し
込
み
し

て
い
な
い
人
。
昨
年
募
集
し
た

園
芸
ひ
ろ
ば
（
宇
治
大
谷
・
大

久
保
・
芝
ノ
東
）
の
待
機
者
で

今
回
応
募
す
る
人
は
辞
退
届
の

提
出
を
▽
募
集
地
・
区
画
数
・
・
・

向
拙
朗
（
神
明
七
塚
5
4
の
1
7
）
＝

4
2
区
画
Ｏ
伊
勢
田
（
伊
勢
田
町

毛
語
也
＝
6
1
区
画
Ｏ
伊
勢
田

第
２
（
伊
勢
田
町
毛
語
1
2
9
の
Ｉ
）

＝
5
5
区
画
▽
区
画
の
広
さ
…
1
0

平
方
べ
１
世
帯
１
区
画
▽
利

用
期
間
・
：
1
0
年
４
月
１
日
～
1
2

消費生活
相談室から48

珊s

　驚

　畿

商工課内・昔内線2218
習

業

源
義
麗
鬘
覆
鎧
認
１
１
鼓
霜
裂
蕩
義
認
翼
薦
鎧
糎
釜
語
義
篇
目

　
ま
す
が
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
　
　
何
を
改
善
し
た
い
の
か
、
目
’

　
有
料
に
な
り
ま
す
」
と
言
わ
　
　
的
に
応
じ
た
浄
水
器
を
選
ば
］

　
れ
た
。
せ
っ
か
く
当
た
っ
た
　
　
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
］

　
の
だ
し
、
取
り
付
け
て
み
た
　
　
た
、
邪
魔
に
な
ら
な
い
大
き
・

　
い
と
思
う
の
で
す
が
…
。
　
　
さ
や
形
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
］

　
　
　
　
　
お
い
し
く
て
安
全
　
　
て
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
本
・

　
Ａ
　

な
水
を
飲
み
た
い
と
　
体
価
格
だ
け
で
な
く
｀
カ
ー
ー

　
願
い
、
水
道
水
の
お
い
し
さ
　
　
ト
リ
ッ
ジ
の
交
換
費
用
な
ど
’

　
や
安
全
性
に
関
心
を
持
つ
ん
　
　
を
含
め
た
長
期
的
な
総
合
費
］

　
が
増
え
て
い
ま
す
。
水
道
水
　
　
用
を
考
え
る
こ
と
で
す
。
　
］

　
は
水
道
法
で
水
質
基
準
が
決
　
　
　
た
だ
、
浄
水
器
に
頼
ら
な
・

　
め
ら
れ
て
お
り
、
安
全
で
臭
　
　
く
て
も
、
カ
ル
キ
臭
の
元
で
］

　
み
の
な
い
水
が
供
給
さ
れ
て
　
　
あ
る
残
留
塩
素
や
安
全
性
で
’

　
い
ま
す
が
、
昧
や
臭
い
へ
の
　
　
気
に
な
る
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
ー

　
不
満
な
ど
を
持
つ
人
に
は
、
　
　
な
ど
は
、
煮
沸
し
た
り
く
み
・

　
浄
水
器
の
使
用
も
一
つ
の
方
　
　
置
き
し
た
り
す
れ
ば
取
り
除
］

　
法
で
し
ょ
う
。
い
ず
れ
に
し
　
　
け
る
こ
と
を
覚
え
て
お
い
て
］

　
て
も
、
そ
の
使
用
に
際
し
て
　
　
欲
し
い
も
の
で
す
。
　
　
　
’

　
は
、
水
道
水
の
何
に
不
満
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

年
３
月
1
5
日
▽
申
し
込
み
…
次

の
い
ず
れ
か
へ
本
人
が
印
鑑
持

参
で
。
○
２
月
2
4
日
㈹
＝
伊
勢

田
集
会
所
○
２
月
2
5
日
吻
＝
南

陵
南
集
会
所
（
い
ず
れ
も
時
間

は
午
前
1
0
時
半
～
１
１
時
半
）
○

市
役
所
長
寿
社
会
対
策
課
＝
２

月
2
6
日
俐
・
2
7
日
面
、
午
前
９

時
～
午
後
４
時
半
（
正
午
～
午

後
１
時
を
除
く
）
。
な
お
、
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
詳
し

く
は
長
寿
社
会
対
策
課
（
容
内

線
ｎ
乙
３
４
５
）
へ
ｏ

1
0
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

第
１
期
納
期
限
は
４
月
3
0
日
（
木
）
で
す

官公署・その他

　こうげん■膠原病個別相談

　E〉とき…３月９日(月)、午後１時

半～３時[＞ところ…宇治保健所E＞

対象…膠原病患者かその疑いのあ

る人とその家族卜内容…専門医師

による医療、生活管理に関する相

談、助言レ参加費…無料　圃3月

５日俐までに宇治保健所(登21-21

91)へ。

■城南地域職業訓練センター

　回同センター046-0688)。

　　くワープロ入門一太郎Ver8 W

95版〉[＞とき…３月20日～4月17

日の火・金曜、午後６時半～９時。

９回C〉受講料…１万3500円。

　　〈ワープロ初級ワードW95版〉

[＞とき…３月25日～４月11日の水

曜午後６時半～９時、土曜午前９

時半～正午。　６回レ受講料…90C)0

円。

　　〈ワープロ中級ワードW95版〉

D＞とき…３月28日～５月９日の土

曜、午前９時半～正午。６回[＞受

講料…90()O円。

　　〈ワープロ中級一太郎W95版〉

[＞とき…３月19日～27日の月・火･

木・金曜、午前９時半～午後３時

半。12回C〉受講料…１万600円。

■郵便番号　市役所に個別番号

　郵便番号のフけた化に伴い、宇

治市役所に個別(専用)郵便番号

〒611－8501が設定されました。

この個別(専用)郵便番号を記入

することにより、市役所あての郵

便物は住所を省略し、｢宇治市役

所○○課｣のあて名だけでよくな

りました。

　
平
成
十
年
度
の
固
定
資
産
課

税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
課
税
の
基
礎
と
な
る

固
定
資
産
の
評
価
額
な
ど
を
記

載
し
た
課
税
台
帳
を
一
定
期
間

所
有
者
に
見
て
い
た
だ
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
土
地
、
家
屋
、

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人

は
、
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
特
に
昨
年
中
に
土

地
の
売
買
や
地
目
変
更
、
家
屋

の
新
増
築
、
滅
失
の
あ
っ
た
人

は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
縦
覧
に
は
印
諾
浪
宴
で
す
。

ま
た
、
所
有
者
以
外
の
人
が
縦

覧
す
る
場
合
は
、
所
有
者
の
委

任
状
か
承
諾
書
が
必
要
で
す
。

資
産
の
多
い
場
合
は
書
類
の
打

ち
出
し
に
時
間
が
掛
か
り
ま
す
。

事
前
に
電
話
で
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
準
備
し
ま
す
。

　
台
帳
登
録
事
項
に
変
更
の
あ

つ
た
場
合
で
そ
の
登
録
事
項
に

不
服
の
あ
る
人
は
、
決
め
ら
れ

た
期
間
（
本
市
の
場
合
は
四
月

二
十
二
日
㈹
）
ま
で
に
宇
治
市

固
定
資
産
評
価
委
員
会
に
文
書

で
審
査
の
甲
し
出
が
で
杢
ぶ
す
。

▽
縦
覧
期
間
…
３
月
２
日
間
～

卵
一
日
胞
（
土
・
日
曜
は
除
く
）
、

午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

▽
費
用
・
：
無
料

▽
縦
覧
場
所
・
：
資
産
税
課
（
昔

３
月
２
日
（
月
）
～
2
0
日
（
金
）

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

内
線
2
1
2
6
）
。

　
宅
地
な
ど
の
価
格
は

　
下
落
修
正

　
土
地
の
固
定
資
産
課
税
台
帳

の
価
格
（
＝
評
価
額
）
は
、
三

年
ご
と
に
評
価
替
え
を
行
い
決

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

最
近
で
は
平
成
九
年
に
評
価
替

え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
本
市
で
も
宅
地
な

ど
の
土
地
は
、
『
昨
年
も
引
き
続

き
地
価
が
下
落
し
て
い
る
た
め
、

次
回
平
成
十
二
年
の
評
価
替
え

ま
で
価
格
を
据
え
置
く
の
で
は

な
く
、
平
成
九
年
の
価
格
を
基

に
地
価
下
落
を
簡
易
な
方
法
で

反
映
さ
せ
た
価
格
（
修
正
価
格
）

を
十
年
度
の
評
価
額
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
宅
地
及
び

宅
地
に
準
じ
て
価
格
が
決
定
さ

れ
て
い
る
雑
種
地
や
市
街
化
区

域
内
の
田
や
畑
な
ど
は
下
落
。

そ
の
率
は
地
目
や
利
用
区
分
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
住
宅

地
で
約
二
・
八
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

経
過
措
置
に
該
当
す
る
土

地
は
税
額
が
少
し
増
加

　
平
成
六
年
の
地
方
税
法
の
改

正
に
伴
い
、
土
地
の
評
価
額
を

地
価
公
示
価
格
の
七
割
と
す
る

よ
う
、
評
価
額
の
設
定
を
見
直

し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
ま
ま

で
は
評
価
額
が
何
倍
に
も
増
え

る
の
で
、
負
担
増
を
緩
和
す
る

た
め
の
経
過
措
置
と
し
て
、
課

税
標
準
額
（
税
額
を
計
算
す
る

た
め
の
基
礎
に
な
る
金
額
）
を

序
々
に
本
来
の
額
に
引
き
上
げ

て
い
く
負
担
調
整
措
置
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
地
価
下
落
を
簡
易
な
方
法
で

反
映
さ
せ
た
結
果
、
評
価
額
は

昨
年
よ
り
少
し
下
が
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
も
多
く
の
土
地

が
こ
の
負
担
調
整
措
置
に
該
当

す
る
た
め
、
負
担
水
準
（
土
地

の
評
価
額
に
対
す
る
前
年
課
税

額
の
割
合
）
の
区
分
ご
と
に
決

め
ら
れ
た
調
整
率
（
Ｏ
～
一
五

％
）
の
分
だ
け
税
額
が
増
加
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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